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この論文は、イリジウム酸化物 Ca5Ir3O12が示す温度 105 Kの相転移の秩序変数を
報告したものです。相転移の秩序変数を明らかにすることは固体物理学における主

要なテーマの 1 つです。本論文の対象物質である Ca5Ir3O12では、温度 105 K にお
いて比熱に大きな異常が見られていたため、相転移が起きていることは理解されてい

ましたが、一方、種々の実験が行われたにも関わらず，その秩序変数の特定には至

っていませんでした。研究グループは、温度 105 K の相転移の秩序変数を解明する
ために、純良単結晶を用い非弾性 X線散乱(IXS)の実験を行い低エネルギーの IXSス
ペクトルの詳細を調べました。その結果、105 K以下で波数 q = (1/3, 1/3, 1/3)で特
徴づけられる超格子反射が出現することを発見しました。さらに、得られた超格子反

射強度の振る舞いを調べることで、その秩序変数が電気トロイダル多極子モーメント

を伴う新しいタイプの秩序状態(電気トロイダル多極子秩序)であることを明らかにしま
した。今回の観測された電気トロイダル多極子秩序が示す物性については未だ謎の

点が多く残されているため、同物質に対する今後の研究の進展が期待されます。 

 

 


